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研究要旨：ロコモ・フレイルなど運動器疾患はそれぞれ出現する年齢層が異なっている。

そのため効率的に疾病予防を行うためにはライフコースそれぞれで異なる対策を立てる

ことが重要となる。本研究には、すでに 6〜17 年にわたり観察が行われている 4 つのコ

ホート（地域住民コホート Research on Osteoarthritis/osteoporosis Against Disability (ROAD)ス

タディ(中年期から後期高齢者まで幅広い年齢の参加者)）、地域在住高齢者ロコモコホート

(前期高齢者中心の参加者)、高齢フレイル患者コホート（後期高齢者、特に 80 歳以上を中

心とした参加者）、人間ドックでのロコモスクリーニングコホート（中年期、壮年期参加

者）が参加する。これら長期追跡コホートに加えて、栄養研究のエキスパート上西は、運

動器疾患に関するリスクと栄養、食事の関係を検討するため、女子栄養大学の学生を対象

に詳細な身体計測と食事調査を行う。 

各コホートでは、令和 6-7 年度に追跡調査を実施し、令和 8 年度に各コホートのデー

タをとりまとめて、ライフコース（中年期、壮年期、前期高齢者、後期高齢者）ごとに、

ロコモ・フレイルの疫学指標（有病率、発生率）、予後（要介護、死亡）、発生リスクを解

明すし、現行のロコモ 25 問診票、フレイル質問票の科学的妥当性を確認し、国民全体の

身体機能低下を示す適切な評価指標の提案を行う予定となっている。 

本年度は、それぞれのコホートにおいて追跡調査の準備、あるいは調査を実施した。 

Ａ．研究目的 

直近の厚労省国民生活基礎調査(2022 年)から介護

が必要になった理由をみてみると、要介護・要支

援の原因の約 4 割を運動器の疾患が占めており、

ロコモティブシンドローム（ロコモ）・フレイル・

サルコペニアなどの運動器疾患や身体機能低下の

早期発見及び予防についての取り組みの強化は喫

緊の課題である。しかし運動器疾患はいずれも症

状に乏しく無自覚に推移することから、医療機関

調査での把握は困難であり、コホート追跡の手法

が重要となる。 

本研究では、地域住民長期追跡コホート（吉村、田

中、飯高）、地域在住高齢者ロコモコホート（石橋）、

高齢フレイル患者コホート（小川）、就労者を中心

とした人間ドックのロコモスクリーニングコホー

ト（新井）に加えて、若年女性を対象とした身体計

測と栄養調査（上西）など、異なる年代の対象者と

背景要因を持つコホートに追跡調査を実施し、結

果をとりまとめて、ライフコース（若年、中年期、

壮年期、前期高齢者、後期高齢者）ごとにロコモ・

フレイルの疫学指標（有病率、発生率）や予後（要

介護、死亡）を推定すること、ロコモ・フレイルの
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発生リスク要因（性差、体格、年齢、生活習慣（運

動・栄養）、併存症等）を解明することを目的とす

る。 

この結果から、個人の特性を踏まえたロコモ・

フレイルの予防に資する介入手法を確立し、高齢

者の QOL の維持増進、介護予防に貢献すること

を最終目標とする。さらに現行のロコモ 25 問診

票やフレイル質問票のロコモ発生、フレイル発生

への科学的妥当性を解明し、ロコモ・フレイルの

検出に有用な項目については、国民全体の評価指

標として提案することも目標としている。 

 

Ｂ．研究方法 (敬称略。研究分担者の研究詳細につ

いては、それぞれの報告書を参照されたい。) 

令和 6 年度においては、 それぞれのコホートにお

いて追跡調査の準備、あるいは調査を実施した。 

ロコモ・フレイルなど運動器疾患はそれぞれ出現

する年齢層が異なっている。そのため効率的に疾

病予防を行うためにはライフコースそれぞれで異

なる対策を立てることが重要となる。 

本研究には、すでに 6〜17 年にわたり観察が行わ

れている  4 つのコホート（地域住民コホート

Research on Osteoarthritis/ osteoporosis Against 

Disability (ROAD)スタディ(中年期から後期高齢者

まで幅広い年齢の参加者)）、地域在住高齢者ロコ

モコホート(前期高齢者中心の参加者)、高齢フレイ

ル患者コホート（後期高齢者、特に 80 歳以上を

中心とした参加者）、人間ドックでのロコモスクリ

ーニングコホート（中年期、壮年期参加者）が参加

する。これら長期追跡コホートに加えて、栄養研

究のエキスパート上西は、運動器疾患に関するリ

スクと栄養、食事の関係を検討するため、女子栄

養大学の学生を対象に詳細な身体計測と食事調査

を行った。 

各コホートでは、令和 6-7 年度に追跡調査を実施

し、令和 8 年度に各コホートのデータをとりまと

めて、ライフコース（中年期、壮年期、前期高齢

者、後期高齢者）ごとに、ロコモ・フレイルの疫学

指標（有病率、発生率）、予後（要介護、死亡）、発

生リスクを解明すし、現行のロコモ 25 問診票、

フレイル質問票の科学的妥当性を確認し、国民全

体の身体機能低下を示す適切な評価指標の提案を

行う予定となっている。令和 6 年度は、それぞれ

のコホートにおいて追跡調査の準備、あるいは調

査を実施した。 

 

C. 研究結果 

1) 吉村、田中、飯高グループ（地域住民コホート

ROAD スタディ） 

2005 年に都市部、山村、漁村に設定されたベース

ライン調査には 3,040 人が参加した。予防目的疾

患は、ロコモ、フレイル・サルコペニアを含む運動

器疾患である。ROAD では、その後 3、7、10、13、

17 年後の追跡調査が実施され、延べ 17,000 人の

データが蓄積された。令和 6 年度は令和 7 年度か

ら実施予定のROADスタディ 20 年目の追跡調査

を実施に向けた準備作業を行うと同時に、ベース

ラインから 17 年目までに実施した過去 6 回の検

診結果をリンケージすることができた。 

 

2) 石橋グループ（地域在住高齢者ロコモ検診コホ

ート） 

今回の調査対象となるコホートは、伊奈町在住の

国民健康保険および後期高齢者医療保険に登録さ

れている、調査協力に同意していただいた 65 歳〜

85 歳の被保険者である。初回調査は令和 2 年 10 月

から 11 月に実施され、自治体の協力を得て、住民

基本台帳より 5 歳刻みの年齢階層と性別を均等に

して無作為に抽出し、郵送による調査協力の案内

書および調査票を送り、回答した調査票を返送し

てもらった。今回調査においては、4 年が経過して

いることから、事前に自治体により生存や自宅居
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住が確認できた対象者に調査票を送付して、郵送

にて回答を得た。調査票の内容は、年齢、性別、既

往症、喫煙歴、飲酒歴、家族構成、運動習慣、生活

活動状況、食事・栄養摂取状況、主観的自立度、生

活満足度、幸福感、Euro-Qol-5Dimension、基本チェ

ックリスト、ロコモ 25、フレイルチェック 15 項

目、WHO-5 精神的健康度指標などであった。 

 

3) 小川グループ（高齢フレイル患者コホート） 

対象者の主な入院目的は、認知機能低下(認知症ま

たは軽度認知障害)の精査、他の身体症状(体重減少、

ふらつき、胸部症状など)、疾患（糖尿病など）の

コントロール等であり、緊急入院や急性期疾患等

が除外した。フレイル・サルコペニアの両方の有

無を評価できた対象者において、フレイルとサル

コペニアの関連性が男女共に示唆される結果が得

られてきている。現在も入院高齢者におけるフレ

イル、サルコペニアのリスク因子について解析を

進めている。 

 

4) 新井グループ（人間ドックでのロコモスクリー

ニング） 

MI 値とロコモ該当率の関係を調査した結果、男女

ともにBMIが高くなるほどロコモ該当率が上昇す

る傾向が示された。男性では BMI26.0kg/m²以上で

ロコモ該当率は 21.0％、BMI30.0kg/m²以上で

29.7％に達した。女性では BMI26.0kg/m²以上で

29.7％、BMI30.0kg/m²以上で 40.9％となった。腹

囲との関連でも、腹囲 90cm以上で男性は 21.1％、

女性は 40.3％がロコモに該当していた。 

2016 年と 2019 年の健診データを用いた縦断解析

では、3 年後のメタボ発生率は男性で中年 4.8％、

高年 2.9％、メタボ予備群は中年 6.3％、高年 2.7％

だった。女性はメタボ発生率が中年 1.0％、高年

1.6％、メタボ予備群が中年 2.0％、高年 1.4％であ

った。特に中年男性ではメタボおよび予備群の合

計が 11.1％となり、10 人に 1 人がメタボに移行し

ていた。ロコモの発生率は、男性では中年 12.0％、

高年 15.0％、女性では中年 12.5％、高年 17.9％で

あり、女性でやや高い傾向が見られた。 

多重ロジスティック回帰分析では、中年層では年

齢、体重増加、歩行速度の低下、就寝前の食事、短

い睡眠が男女共通のロコモ関連因子であり、男性

では運動習慣（OR 1.32）、身体活動（OR 1.20）も

有意であった。高齢者では、男性は年齢（OR 1.08）

と歩行速度（OR 1.68）、女性は運動習慣（OR 2.03）

が関連していた。 

これらの結果から、中年ではメタボと共通する

生活習慣がロコモ発生に影響し、高齢になるほど

運動や身体活動の影響が大きくなることが示され、

年代に応じた対策の必要性が示唆された。 

 

5) 上西グループ（若年女性運動と栄養調査）につ

いて 

BMI は適切であるが、体脂肪率が高いものが多か

った。これは骨格筋量が少ないということであり、

SMI（骨格筋指数）が低値のものも約 00%存在し

た。また、超音波で測定した踵の骨量と骨格筋量、

SMI との間に有意な相関があり、骨と筋の関連が

確認できた。 

 

Ｄ．考察 

それぞれのコホートにおける追跡調査は順調に進

行し、すでに中年男女を対象とした人間ドックで

のスクリーニングコホートでは、メタボとロコモ

の関係が解明されつつある。他のコホートも今後

の追跡により、ライフステージに応じた身体機能

低下のリスク要因が明らかになってくることが期

待され、これらを統合して、ライフステージに応

じた効率的な身体機能低下の予防戦略の開発に貢

献することを目指す。 
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Ｅ．結論 

6〜17 年にわたり観察が行われている 4 つのコ

ホ ー ト （ 地 域 住 民 コ ホ ー ト Research on 

Osteoarthritis/osteoporosis Against Disability (ROAD)

スタディ(中年期から後期高齢者まで幅広い年齢

の参加者)）、地域在住高齢者ロコモコホート(前期

高齢者中心の参加者)、高齢フレイル患者コホート

（後期高齢者、特に 80 歳以上を中心とした参加

者）、人間ドックでのロコモスクリーニングコホー

ト（中年期、壮年期参加者）、及び若年女性を対象

として、運動器検診の準備やデータリンケージ、

追跡調査を実施し、運動機能低下の評価とリスク

要因について検討を加えた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特になし 
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■ 和文原著論文 

1. 吉村典子、堀井千彬、飯高世子、舩元太郎、

帖佐悦男、村田峻輔、竹上未紗、西村邦宏、

小原大輔、大黒聡、鈴木啓明、荒井光一、田

中栄：レセプトデータからみた骨粗鬆症投薬

状況の実態：The Nobel Study：日本骨粗鬆症

学会雑誌 10(3): 359-366, 2024 

2. 鈴木隆雄、鄭丞媛、西田裕紀子、大塚礼、島

田裕之、牧迫飛雄馬、金憲経、大渕修一、河

合恒、藤原佳典、阿部巧、小島成実、平野浩

彦、増井幸恵、稲垣宏樹、吉田祐子、飯島勝

矢、吉村典子、山田実、渡辺修一郎、近藤克

則、村木功、岩佐一：地域在宅高齢者におけ

る高次生活機能について―ILSA-Jにおける

JST版活動能力指標の分析から.：応用老年学 

18(1): 107-116, 2024 

3. 小島伊知子、上原浩介、児玉理恵、飯高世子、

吉村典子、田中栄：都市部住民における手指

変形性関節症の有病率とQuick DASH値(第4

回) ROAD study：日本手外科学会雑誌 40(4): 

393-396, 2024 

 

■ 総説 

1. 飯高世子、吉村典子：変形性股関節症の疫学：

整形・災害外科 68: 209-214, 2025 

2. 吉村典子：疫学の視点からみたロコモティブ

シンドロームと生活習慣病：臨床整形外科 

60(1), 7-12, 2025 

3. 飯高世子、吉村典子：骨粗鬆症検診の展望：

日本骨粗鬆症学会雑誌 10(2): 137-142, 2024 

4. 吉村典子：健康日本21(第三次)のねらいと戦

略 ロコモティブシンドロームの減少：日本

医師会雑誌 153(1): 49, 2024 

5. 吉村典子：骨粗鬆症検診の有効性と今後の展

望：アンチ・エイジング医学 20(2), 110-113, 

2024 

6. 茂呂徹、齋藤琢、吉村典子、田中栄：正面X線

画像データのみから腰椎および大腿骨近位部

の骨密度を演算するAI骨粗鬆症診断補助シス

テム：アンチ・エイジング医学 20(2): 101-105, 
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7. 吉村典子：骨粗鬆症の疫学:地域住民調査の結
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果から：Medical Practice 41(7): 992-997, 2024 

8. 吉村典子：生活機能の維持・向上（ロコモ・

骨粗鬆症）：月間健康づくり560 (12), 10-13, 

2024 

 

■ 書籍 

1. 吉村典子：ロコモの疫学．書籍『 フレイル・

ロコモのグランドデザイン 』（日本医学会連

合 領域横断的連携活動事業（TEAM 事業）「フ

レイル・ロコモ対策会議」編集）第 1 章 フレ

イル・ロコモの概念・判定と疫学、日本医事新

報社、東京、2024 

2. 吉村典子：サルコペニアとフレイル・ロコモ．

書籍『 フレイル・ロコモのグランドデザイン 』

（日本医学会連合 領域横断的連携活動事業

（TEAM 事業）「フレイル・ロコモ対策会議」

編集）第 5 章 疾患・病態とフレイル・ロコモ、

日本医事新報社、東京、2024 

3. 吉村典子：骨粗鬆症の疫学．書籍『骨粗鬆症の

予防と治療ガイドライン 2024 年版』第 1 章 

骨粗鬆症の定義・疫学および成因 B、ライフ

サイエンス出版、東京、in press 

4. 吉村典子：ロコモティブシンドローム．今日

の治療指針、医学書院、東京、2025 

5. 吉村典子：骨粗鬆症と骨折の疫学－日本の動

向は？．書籍『もう悩まない！骨粗鬆症診療 

あなたの疑問にお答えします』（竹内靖博編）、

第10章 今さら聞けない骨粗鬆症の基礎、日

本医事新報社、東京、2024.08、pp232-239 

6. 飯高世子、吉村典子、田中栄：骨軟化症. 書

籍『令和4年度改訂薬学教育モデル・コア・カ

リキュラム準拠 疾患で学ぶ病態・薬物治療

（D 医療薬学対応）』（「疾患で学ぶ病態・薬

物治療（D 医療薬学対応）」編集委員会編）第

7章骨・関節疾患、アークメディア、東京、

2025.03、pp183-185 

 

2)   学会発表 

■ 国際学会 

1. Yoshimura N, Iidaka T, Tanegashima G, Muraki S, 

Oka H, Nakamura K, Tanaka S: Trends in 

Prevalence of Hypovitaminosis D Over A 10-Year 

Period in JAPAN: The Research on 

Osteoarthritis/OSteoporosis Against Disability 

(ROAD) Study.: WCO-IOF-ESCEO 2024, 

London, United Kingdom, 2024.4. 11-14, poster 

2. Iidaka T, Muraki S, Tanegashima G, Oka H, 

Nakamura K, Akune T, Tanaka S, Yoshimura N: 

Insights into Hip Health: Prevalence and Co-

Existence of Bone, Joint, and Muscle Disorders. 

The ROAD Study.: WCO-IOF-ESCEO 2024, 

London, United Kingdom, 2024.4. 11-14, poster 

 

■ 国内学会  

1. 神前貴洋、石元優々、有田智氏、橋爪洋、吉村

典子、山田宏：大規模住民コホートにおける

腰椎すべりの進行について 10年間の追跡調

査からの知見：第 142 回中部日本整形外科災

害外科学会・学術集会、2024.4.12-13、米子市、

口演 

2. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、飯高世子、吉村

典子、山田宏：大規模住民コホートにおける

腰椎すべりの累積発生率について 10年間の

追跡調査からの知見：第 142 回中部日本整形

外科災害外科学会・学術集会、2024.4.12-13、

米子市、口演 

3. 出口剛士、橋爪洋、吉村典子、池川志郎、山田

宏：一般住民コホート縦断研究からわかる遺

伝的要因が椎間板変性進行に与える変性の違

い：第 53 回日本脊椎脊髄病学会、2024.4.18-

20、横浜市、口演 
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4. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、高見

正成、筒井俊二、岩崎博、飯高世子、田中栄、

吉田宗人、山田宏、吉村典子：第 2 回

ROAD(Research on Osteoarthritis/osteoporosis 

Against Disability)study における一般住民コホ

ートの腰椎すべりと腰痛・歩行速度・筋量の

関係：第 53 回日本脊椎脊髄病学会、2024.4.18-

20、横浜市、口演 

5. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、高見

正成、 筒井俊二、岩崎博、飯高世子、田中栄、

吉田宗人、山田宏、吉村典子：一般住民におけ

る腰椎すべりの累積発生率 ROAD study 10

年の追跡調査：第 53 回日本脊椎脊髄病学会、

2024.4.18-20、横浜市、口演 

6. 谷口優樹、阿久根徹、西田奈央、大森豪、Kim 

Hyun Ah、植野和子、齋藤琢、尾市健、岡敬之、

大島寧、川口浩、中村耕三、徳永勝士、田中栄、

吉村典子：ADAMTS17 のコモンバリアント

rs2054564 は変形性脊椎症の発症に関与する：

第 53 回日本脊椎脊髄病学会、2024.4.18-20、横

浜市、ポスター 

7. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、岡

敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村典

子：股関節部における骨粗鬆症,変形性関節症

および筋力低下の相互関係  The ROAD 

study：第 97 回日本整形外科学会学術総会、福

岡市、2024.5.23-26、ポスター 

8. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久美

子、石倉久年、飯高世子、神永尚人、佐藤雅史、

吉村典子、田中栄：1 枚の腰椎正面 X 線像の

みから大腿骨近位部の骨密度を演算する AI

骨粗鬆症診断補助システムのスクリーニン

グ・診断精度評価：第 97 回日本整形外科学会

学術総会、2024.5.23-26、福岡市、口演 

9. 武田龍太郎、水原寛康、内尾明博、飯高世子、

真壁健太、笠井太郎、小俣康徳、松本卓巳、吉

村典子、田中栄：整形外科医と同等の精度で

外反母趾角を測定可能な深層学習モデルの開

発：第 97 回日本整形外科学会学術総会、

2024.5.23-26、福岡市、ポスター 

10. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久美

子、石倉久年、飯高世子、神永尚人、佐藤雅史、

吉村典子、田中栄：1 枚の胸部正面 X 線像の

みから大腿骨近位部および腰椎の骨密度を演

算する AI 骨粗鬆症診断補助システムのスク

リーニング・診断精度評価：第 97 回日本整形

外科学会学術総会、2024.5.23-26、福岡市、ポ

スター 

11. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、筒井

俊二、岩崎博、飯高世子、田中栄、吉田宗人、

山田宏、吉村典子：X 線画像上における腰椎

すべりの有病率と腰痛・歩行速度・筋量との

関係 ROAD study からの知見：第 97 回日本

整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福岡市、

口演 

12. 松本卓巳、武田龍太郎、内尾明博、笠井太郎、

堀井千彬、飯高世子、井口傑、 橋爪洋、山田

宏、吉村典子、田中栄：左右で重症度が大きく

異なる外反母趾の腰椎変形が関与する 大規

模住民コホート ROAD study より：第 97 回日

本整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福岡

市、ポスター 

13. 寺口真年、橋爪洋、岡敬之、長田圭司、石元

優々、岩崎博、筒井俊二、高見正成、吉田宗人、

吉村典子、山田宏：Schmorl 結節(SN)における

関連因子の性差とその影響 大規模住民コホ

ートによる検討 The Wakayama spine study：

第 97回日本整形外科学会学術総会、2024.5.23-
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26、福岡市、ポスター 

14. 飯高世子、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：大腿四頭筋筋力と股関節部における骨、

関節疾患との相互関係-The ROAD study-：第

61回日本リハビリテーション医学会学術集会、

2024.6.13-16、東京、口演 

15. 飯高世子、堀井千彬、村木重之、中村耕三、田

中栄、吉村典子：低大腿四頭筋筋力は要介護

発生のリスクとなるか 住民コホート 6 年の

追跡：第 42 回日本骨代謝学会学術集会、

2024.6.29-.7.2、沖縄県那覇市、口演 

16. 吉村典子、飯高世子、堀井千彬、中村耕三、田

中栄：ビタミン D不足症、欠乏症の有病率の

推移 ROAD スタディ 10 年間の観察：第 42

回日本骨代謝学会学術集会、2024.6.29-.7.2、沖

縄県那覇市、口演 

17. 吉村典子、樋口政和、飯高世子、徳野慎一、田

中栄：ポストコロナ時代の非接触による運動

器慢性疼痛の客観的・定量的評価ツールの開

発：第 35 回日本運動器科学会、宇都宮市、

2024.7.6-7、口演 

18. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、岡

敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村典

子：大腿四頭筋筋力が要介護発生に与える影

響 The ROAD study：第 52 回日本関節病学

会、東京都、2024.7.19-20、口演 

19. 笠井太郎、武田龍太郎、内尾明博、水原寛康、

真壁健太、小俣康徳、飯高世子、吉村典子、松

本卓巳、田中栄：抗 CCP 抗体と骨密度の関係 

一般住民コホートデータを用いた 6 年間の縦

断研究：第 52 回日本関節病学会、東京都、

2024.7.19-20、口演 

20. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、岡

敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村典

子：大腿四頭筋筋力と要介護発生との関連 

The ROAD study：第 26 回日本骨粗鬆症学会、

2024.10.11-13、金沢市、ポスター 

21. 佐藤信博、舩元太郎、帖佐悦男、吉村典子、西

村邦宏、金井一男、岡村樹里、石原和明、公文

崇詞、井上英豪：宮崎県延岡市の市民を対象

としたアンケート調査からみえる骨粗鬆症リ

スクの状況 産・学・官共同事業『のべおか骨

太プロジェクト』のスタートにあたって：第

26 回日本骨粗鬆症学会、2024.10.11-13、金沢

市、ポスター 

22. 榎本悠希、平池修、茂呂徹、齋藤琢、土持早希、

古川真帆、廣田泰、吉村典子、大須賀穣、田中

栄：AI 骨粗鬆症診断補助システムを用いた骨

密度推定値による妊娠期ヘパリン使用の影響

に関する検討：第 39 回日本整形外科学会基礎

学術集会、2024.10.17-18、東京都、口演 

23. 友松晃一、谷口隆哉、橋爪洋、村木重之、阿久

根徹、川口浩、中村耕三、吉田宗人、吉村典子、

山田宏：地域住民における cam deformity の疫

学的指標と関連因子：第 39 回日本整形外科学

会基礎学術集会、2024.10.17-18、東京都、口演 

24. 吉村典子、種子島岳、飯高世子：ビタミン D

不足症、欠乏症の 10 年間の推移：地域住民コ

ホート ROAD スタディ追跡調査より：第 83

回日本公衆衛生学会総会、2024.10.29-31、札幌

市、口演 

25. 飯高世子、種子島岳、吉村典子：低大腿四頭筋

筋力と要介護との関連：住民コホート 6 年の

追跡：第 83 回日本公衆衛生学会総会、

2024.10.29-31、札幌市、口演 

26. Tanegashima G, Iidaka T, Yoshimura N: 10 year 

trend of the prevalence of knee osteoarthritis using 

the ROAD cohort data.：第 83 回日本公衆衛生
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学会総会、2024.10.29-31、札幌市、口演 

27. 武田龍太郎、内尾明博、飯高世子、真壁健太、

笠井太郎、吉村典子、田中栄、松本卓巳：整形

外科医と同等の精度で内側種子骨の Hardy 分

類が可能な深層学習モデルの開発：第 49 回日

本足の外科学会学術集会、2024.11.7-8、東京、

ポスター 

28. 松本卓巳、武田龍太郎、内尾明博、真壁健太、

笠井太郎、飯高世子、井口傑、吉村典子、田中

栄：腰椎疾患が外反母趾の左右非対称性に与

える影響 大規模住民コホート ROAD study

に基づく解析：第 49 回日本足の外科学会学術

集会、2024.11-7-8、東京、口演 

29. 武田龍太郎、内尾明博、飯高世子、真壁健太、

笠井太郎、吉村典子、田中栄、松本卓巳：外反

母趾角自動計測 AI のエラー率 住民コホー

ト研究 ROAD study で取得した 2300 枚の単純

X 線を用いた検証：第 49 回日本足の外科学会

学術集会、2024.11.7-8、東京都、口演 

 

■ 講演会・シンポジウム 

1. 吉村典子：シンポジウム 58 ガイドラインか

ら考える 変形性膝関節症の診断・治療 変

形性膝関節症の自然経過,予後,危険因子：第 97

回日本整形外科学会学術総会、福岡市、

2024.5.26、口演 

2. 吉村典子：シンポジウム 19 サルコペニア・

ロコモティブシンドロームの最前線：サルコ

ペニア・フレイル・ロコモの疫学と予後への

影響：ROAD スタディ：第 24 回日本抗加齢医

学会総会、2024.6.1、熊本市、口演 

3. 吉村典子：シンポジウム 5 加齢関連疾患に

対するリハビリテーションの挑戦 高齢者の

運動器疾患の疫学指標と予後への影響 

ROAD スタディ：第 66 回日本老年医学会学術

集会、2024.6.13、名古屋市、口演 

4. 茂呂徹、齋藤琢、吉村典子、岡敬之、松本卓巳、

小俣康徳、田中健之、大野久美子、石倉久年、

飯高世子、藤尾圭志、田中栄：シンポジウム 3 

関節病に対する AI アプローチ：胸部/腰椎正

面 X線画像のみから大腿骨近位部および腰椎

の骨密度推定値を出力する AI 骨粗鬆症診断

補助システム：第 52 回日本関節病学会、

2024.7.20、東京都、口演 

5. 吉村典子：シンポジウム 日本栄養改善学会、

日本整形外科学会、日本骨粗鬆症学会 合同

シンポジウム：健康日本 21（第三次）を進め

るためのロコモ・骨粗鬆症・運動・栄養：ロコ

モと骨粗鬆症の疫学アップデート：健康日本

21（第三次）目標達成を目指して：第 71 回日

本栄養改善学会学術総会、2024.9.7、大阪市、

口演 

6. 吉村典子：特別講演 3 骨粗鬆症検診の重要

性 健康日本 21 第三次をむかえて：第 26 回

日本骨粗鬆症学会、2024.10.11、金沢市、口演 

7. 吉村典子：シンポジウム 16 真の"骨粗しょう

症治療率向上"を目指して 骨粗鬆症検診の

現状と課題：第 26 回日本骨粗鬆症学会、

2024.10.12、金沢市、口演 

8. 橋爪洋、吉村典子、岡敬之、山田宏：Combo E/

ミニシンポジウム 1 コホート研究のはじめ

方と実際 脊椎加齢変性疾患の疫学研究 

The Wakayama Spine Study：第 39 回日本整形

外科学会基礎学術集会、2024.10.18、東京都、

口演 

9. 吉村典子：特別講演 医科歯科連携が重要な

運動器疾患、骨粗鬆症とサルコペニア疫学：

第 30 回関東甲信越歯科医療管理学会学術大
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会、水戸市、2024.11.17、口演 

10. 吉村典子：膝 OA の運動、装具療法の未来：

疫学からみる膝 OAの未来：第 19 回膝 OA と

運動・装具療法セミナー、2025.2.7、東京都、

口演 

 

Ｈ．知的所有権の取得状況 

 1. 特許取得 

 なし 

 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 

  3. その他 

 なし 
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

令和 6年度 分担研究報告書 

 

身体機能低下の評価及び身体機能低下のリスク要因と 

その予防法の確立に資する研究（24FA1006） 

 

研究分担者 石橋 英明 医療法人社団愛友会 伊奈病院・整形外科 副院長／整形外科科長 

 

【研究概要】 

高齢化が進む我が国において、健康寿命の延伸および介護予防が喫緊の課題と言われて久しい。特に運

動器の健康を目的としたロコモティブシンドローム（以下、ロコモ）への対策は重要である。運動器の脆

弱化、すなわちロコモの進行を防止するためには、その進行の特徴、つまりどういった関連要素がどうい

った順序で進行していくのか、また運動器以外の健康関連要因とロコモの進行がどのように関係がある

のかを知ることは有用である。 

本研究では埼玉県伊奈町の地域在住高齢者を対象としたコホートにおいて、ロコモおよびフレイルな

どに関わる健康関連指標についての調査票調査を行い、以前の調査結果と比較して、ロコモの進行の特

徴、他の要因との関連などを明らかにすることを目的とした。 

調査対象は、伊奈町在住の国民健康保険および後期高齢者医療保険に登録されている、調査協力に同意

していただいた 65 歳〜85歳の被保険者である。初回調査は令和 2年 10月から 11 月に実施され、郵送に

よる調査の内容は、年齢、性別、既往症、喫煙歴、飲酒歴、家族構成、運動習慣、生活活動状況、食事・

栄養摂取状況、主観的自立度、生活満足度、幸福感、Euro-Qol-5Dimension、基本チェックリスト、ロコモ

25、フレイルチェック 15項目、WHO-5精神的健康度指標などであり、有効な回答数は 803件であった。

今回調査においては、前回調査から 4 年が経過していることから、事前に自治体に生存や自宅居住の有

無についての調査を依頼し、地域在住であることが確認できた対象者に調査票を送付した。返信・回答の

あった者から死亡や入院中の者、回答不同意の者等を除いて、614 名（85.1％）の有効回答を得た。 

データ解析は次年度に行う予定である。 

 
 

Ａ．研究の背景と目的 

高齢化が進む我が国において、健康寿命の延伸

および介護予防が喫緊の課題と言われて久しい。

わが国の高齢化率は、2024 年には 29.3％に達し、

高齢者数は 3625 万人とここ数年は漸減している

が、75 歳以上の後期高齢者は 2076 万人と急増し

ている。今後も高齢者の中でも年齢が高い層が増

える「高齢者の高齢化」が確実に進むと考えられ

る。 

そうした中、要支援・要介護認定者数も持続的

に増加して、2025 年 1 月には 720万人となってい

る。要介護者の増加は、本人にとってはもちろん

のこと、家族などの介護者、介護サービスを提供

するマンパワーや介護施設、社会や行政の経済的

負担など、多くの側面において大きな課題をもた

らす。介護予防が、高齢化が進むわが国の喫緊の

課題と言われる所以である。 

2019年度の国民生活基礎調査によると、要支援・

要介護認定の 13.9％は転倒・骨折、10.2％は関節疾

患によるもので、運動器全体に関連する要支援・
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要介護は全体の 26.3％に達する。したがって、健

康寿命の延伸には運動器の健康維持は不可欠で、

ロコモティブシンドローム（以下、ロコモ）の予

防・改善は運動器の健康の維持、そして健康寿命

の延伸、介護予防のために極めて重要である。 

ロコモは、「運動器の障害により移動機能が低下

した状態」と定義され、進行すると要介護リスク

が高まるとされている。ここで運動器の障害とは、

加齢に伴う運動機能の低下や運動器疾患を包括し

ている。主に加齢に伴って運動器が脆弱化するこ

とより、ロコモが進行する。さらに進行すると移

動機能障害、自立度の低下をきたし、要介護にい

たる。一般的に、運動習慣の欠如、身体活動の低い

生活、不適切な栄養摂取は、ロコモの進行の加速

因子であり、かつ可変的な因子とされている。こ

のため一次予防的に、運動習慣をつけること、適

切な栄養摂取を心がけること、活動的な生活を送

ることなどが推奨されている。 

 それに加えて、運動器の脆弱化、すなわちロコ

モの進行を防止するためには、その進行の特徴、

つまり、どういった関連要素がどういった順序で

進行していくのか、また運動器以外の健康関連要

因とロコモの進行がどのように関係があるのかを

知ることは重要である。このため、本研究では埼

玉県伊奈町の地域在住高齢者を対象としたコホー

トにおいて、ロコモおよびフレイルなどの関わる

健康関連指標についての郵送による調査票調査を

行い、以前の調査結果と比較して、ロコモの進行

の特徴、他の要因との関連などを明らかにするこ

とを目的としている。 

 

Ｂ．研究方法 

調査対象は、伊奈町在住の国民健康保険および

後期高齢者医療保険に登録されている、調査協力

に同意していただいた 65 歳〜85 歳の被保険者で

ある。 

初回調査は令和 2年 10月から 11月に実施した。

自治体の協力を得て、住民基本台帳より 5 歳刻み

の年齢階層と性別を均等にして無作為に抽出し、

郵送による調査協力の案内書および調査票を送り、

回答を記入した調査票を返送してもらった。 

調査票の内容は、年齢、性別、既往症、喫煙歴、

飲酒歴、家族構成、運動習慣、生活活動状況、食

事・栄養摂取状況、主観的自立度、生活満足度、幸

福感、Euro-Qol-5 Dimension、基本チェックリスト、

ロコモ 25、フレイルチェック 15項目、WHO-5精

神的健康度指標などであった（添付資料１）。今回

調査も同様の内容とした。 

初回調査では、有効回答数 803 件を得た。男性

が 399件、女性が 403 件で、平均年齢は 74.8 歳で

あった。年齢階層別では、男性では 65-69 歳が 88

名、70-74 歳が 116名、75-79 歳が 108 名、80-84 歳

が 87名であった。女性では 65-69歳が 97名、70-

74 歳が 117 名、75-79 歳が 102 名、80-84 歳が 88

名であった。男女共に年齢階層が概ね均等化され

ていた。 

今回調査においては、前回調査から 4 年が経過

していることから、事前に自治体により生存や自

宅居住が確認できた対象者に調査票を送付して、

郵送にて回答を得た。 

研究協力者に対しては、謝品としてマスクを送

付した。マスクは、調査の依頼文、調査票をともに

送付した。調査票に記載して返送した者だけに謝

品を送付する方式では、郵送費が余分にかかるこ

とや回答率を低下させる懸念があるため、調査依

頼した対象者全員に送付することとした。なお、

マスクはユニ・チャーム社製の「超快適マスク」と

し、やや高級感のある物としている。また、必要数
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が多かったため、1 回の購入分で揃えることがで

きず、購入を複数回に分けた。購入価格も若干異

なっていた。 

 

（倫理面への配慮） 

本調査の協力者に対しては、個人データは集計し

て報告書や論文などで発表されることがあるが、

個人情報は決して部外に出ないことを書面で説明

して、文書同意を得ている。また、郵送による調査

票調査であるため、体や健康状態への侵襲、また

経済的負担はない。 

 

C．結果 

 初回調査では 803 名から回答を得たが、今回の

調査では約 4 年が経過していたため、自治体に住

民基本台帳での確認を依頼をして、死亡した者、

施設入所や転出などのために台帳から氏名が認め

られなくなった者を除いた 721 名の者を対象とし

た。 

 令和 6 年 12 月に数回に分けて調査票を送付し

た。また、令和 7 年 1 月に未回答の 158 名に対し

て督促ハガキを送付した。最終的に 614名（85.1％）

から回答を得た。返送された調査票のすべてデー

タを解析用のパーソナルコンピューターに入力を

した。男性 295 名、女性 319 名、平均年齢 83.1 歳

であった。 

 得られたデータの解析は、令和 7 年度に実施す

る予定である。 

  

D． 研究発表 

1. 論文発表 

1. 石橋英明：健康日本 21(第三次)のロコモ・骨

粗鬆症に関する目標．OPJ リエゾン(2435-

2233)20 号 Page16-17(2024.12) 

2. 石橋英明：高齢者ができる運動機能測定．臨
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業） 

 令和6年度 分担研究報告書 

 

地域住民コホート ROADスタディの追跡による身体身体機能低下の評価 

及び身体機能低下のリスク要因の解明 

 

研究分担者 田中栄        東京大学医学部附属病院 整形外科・脊椎外科 教授 

研究分担者 飯高世子 東京大学医学部附属病院 22世紀医療センターロコモ予防学講座  

特任助教 

 

研究要旨：2005年に都市部、山村、漁村に設定されたコホート ROADスタディには 3,040人が参

加した。予防目的疾患は、ロコモ、フレイル・サルコペニアを含む運動器疾患である。ROADで

は、その後 3、7、10、13、17年後の追跡調査が実施され、延べ 17,000人のデータが蓄積され

た。本年度は 20年目の追跡調査を見据えて地域説明会を実施し、問診票や検査項目の準備をす

ると同時に、過去の調査結果のレコードリンケージを実施した。 

作成したデータセットを用いて、2008−2009年実施の第 2回 ROADスタディから、4年、7年、

10年のフォローアップデータを用いて、サルコペニアの有病率は 8.1%（男性 8.8%、女性

7.7%）、発生率は、15.6/1000人年（男性 17.8、女性 14.5）であることを明らかにした。さらに SP

発生のリスク因子として、年齢、低 BMIが関連することがわかった。 

 

A．研究目的 

研究分担者田中栄、飯高世子は、研究代表者吉村

典子とともに、中年期〜後期高齢期の地域住民が

参加する長期追跡コホーㇳROAD の追跡調査を

担当している。 

本年度は来年度から開始予定の 20 年目の追跡

調査を見据えて地域説明会を実施し、問診票や検

査項目の準備をすると同時に、過去の調査結果の

レコードリンケージを実施し、17年間の運動器追

跡データセットを作成した。このデータセットを

用いて、地域在住中高年男女におけるサルコペニ

ア（SP）および重症 SPの 10年間の有病率・発生

率および関連リスク因子を明らかにすることを

目的とした。 

 

B．研究方法 

第 2 回 ROAD 調査に参加した地域在住の住民

1,551名（男性 521名、女性 1,030名、平均年齢 65.8

歳）を対象として、骨格筋量（ASM）、握力、歩行

速度を測定し、アジアサルコペニア作業部会

（AWGS）2019年基準を用いて SP、および重症 SP

の有病率を推定した。さらに 4年、7年、10年後

の検診にて SP の有無をフォローアップし、SP、

重症 SP の発生率を推定し、発生の危険因子を解

明した。 

C．結果 

SP の有病率は 8.1％（男性 8.8％、女性 7.7％）、

重症 SPは 2.9％（男性 2.7％、女性 3.1％）であっ

た。また、10年間の発生率は、SPが 1,000人年あ

たり 15.6 件（男性 17.8 件、女性 14.5 件）、重症

SP が同 4.9 件（男性 6.4 件、女性 4.2 件）であっ

た。 

発生の有無を目的変数とした多変量解析の結

果、SPおよび重症 SPの発生には年齢と BMIが有

意に関連していた。SPの発生リスクは、年齢が 1

歳上がるごとに、1.10倍（95％信頼区間（CI）：

1.08〜1.12）、BMIが 1kg/m²低下するごとに SP発

生のリスクは 1.27 倍（95％CI：1.20〜1.35）とな

り、有意に上昇していた。同様に、重症 SPでは年

齢は 1.18倍（同：1.14〜1.22）、BMIは 1.21倍（同：

1.10〜1.33）となることが明らかとなった。 

また、海岸地域に居住している参加者は山間部

の参加者に比べて発症リスクが低く、地域差が存

在することがわかった。 

 

D．考察 

本研究の結果を日本の人口統計に当てはめると、

毎年約 131万人（男性 60万人、女性 71万人）が
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新たに SPに罹患し、約 44万人（男性 20万人、女

性 24万人）が重症 SPを発症していると推定され

る。本研究は、AWGS2019年基準に基づく日本人

における SPの 10年間の発症率を示した初の大規

模コホート研究であり、今後の予防戦略や介入方

策の基盤となるエビデンスが得られたと考える。 

高齢化が進展する日本社会において、加齢およ

び低 BMIが SPの主なリスク因子であることが明

らかとなったことから、健康寿命の延伸を目的と

した地域包括的な介入が今後ますます重要とな

る。ROADスタディの今後の追跡調査により、さ

らなるリスク要因の解明と予防策の確立が期待

される。 

 

E．結論 

地域住民コホート ROADの 10 年間の追跡結果か

ら、SPおよび重症 SPの有病率と 10年間の発生率

が明らかになり、年齢の上昇と低 BMI が SP，重

症 SP 発生の主要なリスク因子であることが示さ

れた。 

 

F．研究発表 

【田中栄】 
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Yoshimura N, Yamada H: Prevalence and 

distribution of Schmorl node and endplate signal 

change, and correlation with disc degeneration in 

a population‑based cohort: the Wakayama Spine 

Study. Eur Spine J 33(1): 103-110, 2024, doi: 

10.1007/s00586-023-08009-4. 

93. Yamato Y, Nagata K, Kawamura N, Higashikawa 

A, Takeshita Y, Tozawa K, Fukushima M, 

Urayama D, Ono T, Hara N, Okamoto N, Azuma 

S, Iwai H, Sugita S, Yoshida Y, Hirai S, Masuda 

K, Jim Y, Ohtomo N, Nakamoto H, Kato S, 

Taniguchi Y, Tanaka S, Oshima Y: Comparative 

Analysis of Microendoscopic and Open 

Laminectomy for Single-Level Lumbar Spinal 

Stenosis at L1-L2 or L2-L3. World Neurosurg 

183: e408-e414, 2024, doi: 

10.1016/j.wneu.2023.12.109.  

 

■ 和文原著論文 

1. 吉村典子、堀井千彬、飯高世子、舩元太郎、

帖佐悦男、村田峻輔、竹上未紗、西村邦宏、

小原大輔、大黒聡、鈴木啓明、荒井光一、田

中栄：レセプトデータからみた骨粗鬆症投薬

状況の実態：The Nobel Study：日本骨粗鬆症

学会雑誌 10(3): 359-366, 2024 

2. 小島伊知子、上原浩介、児玉理恵、飯高世子、

吉村典子、田中栄：都市部住民における手指

変形性関節症の有病率と Quick DASH値(第 4

回) ROAD study：日本手外科学会雑誌 40(4): 

393-396, 2024 

 

■ 書籍 

1. 飯高世子、吉村典子、田中栄：骨軟化症. 書

籍『令和 4年度改訂薬学教育モデル・コア・

カリキュラム準拠 疾患で学ぶ病態・薬物治

療（D 医療薬学対応）』（「疾患で学ぶ病

態・薬物治療（D 医療薬学対応）」編集委員

会編）第 7章骨・関節疾患、アークメディア、

東京、2025.03、pp183-185 

 

2)   学会発表 

■ 国際学会 

1. Yoshimura N, Iidaka T, Tanegashima G, Muraki 

S, Oka H, Nakamura K, Tanaka S: Trends in 

Prevalence of Hypovitaminosis D Over A 10-

Year Period in JAPAN: The Research on 

Osteoarthritis/OSteoporosis Against Disability 

(ROAD) Study.: WCO-IOF-ESCEO 2024, 

London, United Kingdom, 2024.4. 11-14, poster 

2. Iidaka T, Muraki S, Tanegashima G, Oka H, 

Nakamura K, Akune T, Tanaka S, Yoshimura N: 

Insights into Hip Health: Prevalence and Co-

Existence of Bone, Joint, and Muscle Disorders. 

The ROAD Study.: WCO-IOF-ESCEO 2024, 

London, United Kingdom, 2024.4. 11-14, poster 

 

■ 国内学会 

1. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、飯高世子、吉

村典子、山田宏：大規模住民コホートにおけ

る腰椎すべりの累積発生率について 10年間

の追跡調査からの知見：第 142回中部日本整

形外科災害外科学会・学術集会、2024.4.12-13、

米子市、口演 

2. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、高

見正成、筒井俊二、岩崎博、飯高世子、田中

栄、吉田宗人、山田宏、吉村典子：第 2 回

ROAD(Research on Osteoarthritis/osteoporosis 

Against Disability)study における一般住民コ



 

29 
 

ホートの腰椎すべりと腰痛・歩行速度・筋量

の関係：第 53 回日本脊椎脊髄病学会、

2024.4.18-20、横浜市、口演 

3. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、高

見正成、 筒井俊二、岩崎博、飯高世子、田中

栄、吉田宗人、山田宏、吉村典子：一般住民

における腰椎すべりの累積発生率 ROAD 

study 10年の追跡調査：第 53回日本脊椎脊髄

病学会、2024.4.18-20、横浜市、口演 

4. 谷口優樹、阿久根徹、西田奈央、大森豪、Kim 

Hyun Ah、植野和子、齋藤琢、尾市健、岡敬

之、大島寧、川口浩、中村耕三、徳永勝士、

田中栄、吉村典子：ADAMTS17のコモンバリ

アント rs2054564 は変形性脊椎症の発症に関

与する：第 53 回日本脊椎脊髄病学会、

2024.4.18-20、横浜市、ポスター 

5. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：股関節部における骨粗鬆症,変形性関節

症および筋力低下の相互関係 The ROAD 

study：第 97 回日本整形外科学会学術総会、

福岡市、2024.5.23-26、ポスター 

6. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、飯高世子、神永尚人、佐藤

雅史、吉村典子、田中栄：1 枚の腰椎正面 X

線像のみから大腿骨近位部の骨密度を演算

する AI 骨粗鬆症診断補助システムのスクリ

ーニング・診断精度評価：第 97回日本整形外

科学会学術総会、2024.5.23-26、福岡市、口演 

7. 種子島岳、飯高世子、村木重之、岡敬之、阿

久根徹、中村耕三、田中栄、吉村典子：地域

住民コホート ROAD 10年の追跡による変形

性膝関節症有病率の長期トレンド 膝関節は

若返っているのか：第 97 回日本整形外科学

会学術総会、2024.5.23-26、福岡市、口演 

8. 武田龍太郎、水原寛康、内尾明博、飯高世子、

真壁健太、笠井太郎、小俣康徳、松本卓巳、

吉村典子、田中栄：整形外科医と同等の精度

で外反母趾角を測定可能な深層学習モデル

の開発：第 97回日本整形外科学会学術総会、

2024.5.23-26、福岡市、ポスター 

9. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、飯高世子、神永尚人、佐藤

雅史、吉村典子、田中栄：1 枚の胸部正面 X

線像のみから大腿骨近位部および腰椎の骨

密度を演算する AI 骨粗鬆症診断補助システ

ムのスクリーニング・診断精度評価：第 97回

日本整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福

岡市、ポスター 

10. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、筒

井俊二、岩崎博、飯高世子、田中栄、吉田宗

人、山田宏、吉村典子：X線画像上における

腰椎すべりの有病率と腰痛・歩行速度・筋量

との関係 ROAD studyからの知見：第 97回

日本整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福

岡市、口演 

11. 松本卓巳、武田龍太郎、内尾明博、笠井太郎、

堀井千彬、飯高世子、井口傑、 橋爪洋、山田

宏、吉村典子、田中栄：左右で重症度が大き

く異なる外反母趾の腰椎変形が関与する 大

規模住民コホート ROAD studyより：第 97回

日本整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福

岡市、ポスター 

12. 飯高世子、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉

村典子：大腿四頭筋筋力と股関節部における

骨、関節疾患との相互関係-The ROAD study-：

第 61 回日本リハビリテーション医学会学術

集会、2024.6.13-16、東京、口演 

13. 飯高世子、堀井千彬、村木重之、中村耕三、

田中栄、吉村典子：低大腿四頭筋筋力は要介

護発生のリスクとなるか 住民コホート 6年
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の追跡：第 42 回日本骨代謝学会学術集会、

2024.6.29-.7.2、沖縄県那覇市、口演 

14. 吉村典子、飯高世子、堀井千彬、中村耕三、

田中栄：ビタミン D不足症、欠乏症の有病率

の推移 ROAD スタディ 10 年間の観察：第

42回日本骨代謝学会学術集会、2024.6.29-.7.2、

沖縄県那覇市、口演 

15. 吉村典子、樋口政和、飯高世子、徳野慎一、

田中栄：ポストコロナ時代の非接触による運

動器慢性疼痛の客観的・定量的評価ツールの

開発：第 35回日本運動器科学会、宇都宮市、

2024.7.6-7、口演 

16. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：大腿四頭筋筋力が要介護発生に与える

影響 The ROAD study：第 52回日本関節病

学会、東京都、2024.7.19-20、口演 

17. 笠井太郎、武田龍太郎、内尾明博、水原寛康、

真壁健太、小俣康徳、飯高世子、吉村典子、

松本卓巳、田中栄：抗 CCP抗体と骨密度の関

係 一般住民コホートデータを用いた 6年間

の縦断研究：第 52 回日本関節病学会、東京

都、2024.7.19-20、口演 

18. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：大腿四頭筋筋力と要介護発生との関連 

The ROAD study：第 26回日本骨粗鬆症学会、

2024.10.11-13、金沢市、ポスター 

19. 榎本悠希、平池修、茂呂徹、齋藤琢、土持早

希、古川真帆、廣田泰、吉村典子、大須賀穣、

田中栄：AI骨粗鬆症診断補助システムを用い

た骨密度推定値による妊娠期ヘパリン使用

の影響に関する検討：第 39 回日本整形外科

学会基礎学術集会、2024.10.17-18、東京都、

口演 

20. 武田龍太郎、内尾明博、飯高世子、真壁健太、

笠井太郎、吉村典子、田中栄、松本卓巳：整

形外科医と同等の精度で内側種子骨の Hardy

分類が可能な深層学習モデルの開発：第 49回

日本足の外科学会学術集会、2024.11.7-8、東

京、ポスター 

21. 松本卓巳、武田龍太郎、内尾明博、真壁健太、

笠井太郎、飯高世子、井口傑、吉村典子、田

中栄：腰椎疾患が外反母趾の左右非対称性に

与える影響 大規模住民コホート ROAD study

に基づく解析：第 49 回日本足の外科学会学

術集会、2024.11-7-8、東京、口演 

22. 武田龍太郎、内尾明博、飯高世子、真壁健太、

笠井太郎、吉村典子、田中栄、松本卓巳：外

反母趾角自動計測 AI のエラー率 住民コホ

ート研究 ROAD study で取得した 2300 枚の

単純 X 線を用いた検証：第 49 回日本足の外

科学会学術集会、2024.11.7-8、東京都、口演 

 

■ 講演会・シンポジウム 

1. 茂呂徹、藤尾圭志、大野久美子、飯高世子、

岡敬之、田中栄：ワークショップ 16 骨粗鬆

症の評価 胸部正面 X線像のみから大腿骨近

位部及び腰椎の骨密度を演算する AI 骨粗鬆

症診断補助システムのスクリーニング・診断

精度評価：第 68回日本リウマチ学会総会・学

術集会、2024.4.18、神戸市、口演 

2. 茂呂徹、齋藤琢、吉村典子、岡敬之、松本卓

巳、小俣康徳、田中健之、大野久美子、石倉

久年、飯高世子、藤尾圭志、田中栄：シンポ

ジウム 3 関節病に対する AIアプローチ：胸

部/腰椎正面 X 線画像のみから大腿骨近位部

および腰椎の骨密度推定値を出力する AI 骨

粗鬆症診断補助システム：第 52 回日本関節

病学会、2024.7.20、東京都、口演 
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Ｇ．知的所有権の取得状況 

 1. 特許取得 

 なし 

 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 

3.その他 

 なし 

 

【飯高世子】 

1) 学術論文 

■ 英文原著論文 

1. Arita S, Ishimoto Y, Hashizume H, Nagata K, 

Teraguchi M, Muraki S, Oka H, Takami M, 

Tsutsui S, Iwasaki H, Iidaka T, Akune T, 

Kawaguchi H, Tanaka S, Nakamura K, Yoshida 

M, Yoshimura N, Yamada H; Consortium: Age-

related prevalence of radiographic lumbar 

spondylolisthesis and its associations with low 

back pain, walking speed, and muscle index: 

findings from the second survey of the ROAD 

study. Eur Spine J, in press, doi: 

10.1007/s00586-025-08751-x.  

2. Yoshimura N, Miyazaki A, Iidaka T, Ando N, 

Tanegashima G, Muraki S, Oka H, Tanaka S: 

Urinary 4-pyridoxic acid as a non-invasive 

biomarker for evaluating osteoarthritis severity: 

findings from the ROAD study. Aging 

Clin Exp Res 37(1): 50, 2025, doi: 

10.1007/s40520-025-02944-6.  

3. Tanegashima G, Iidaka T, Muraki S, Horii C, 

Oka H, Kawaguchi H, Nakamura K, Akune T, 

Tanaka S, Yoshimura N: Trends in knee 

osteoarthritis prevalence over a 10-year period 

in Japan: The ROAD study 2005-2015. 

Osteoarthr Cartil Open 7(1): 100569, 2025, doi: 

10.1016/j.ocarto.2025.100569.   

4. Suzuki K, Kaneda Y, Izumo T, Nakao Y, Iidaka 

T, Horii C, Muraki S, Oka H, Kawaguchi H, 

Akune T, Hashizume H, Yamada H, Nakamura 

K, Tanaka S, Yoshimura N: The Association 

Between Serum Ergothioneine Concentration 

and Japanese Dietary Habits: The Third Survey 

of the ROAD Study. Nutrients 17(3): 517, 2025, 

doi: 10.3390/nu17030517.  

5. Kojima I, Uehara K, Iidaka T, Kodama R, 

Muraki S, Oka H, Kawaguchi H, Akune T, 

Hashizume H, Yamada H, Yoshida M, Morizaki 

Y, Nakamura K, Tanaka S, Yoshimura N: 

Effects of Regional Variations and Occupation 

on Hand Osteoarthritis: Insights from the 

Research on Osteoarthritis/Osteoporosis 

Against Disability Study. Mod Rheumatol, in 

press, doi: 10.1093/mr/roaf002.   

6. Nakajima K, Horii C, Kodama H, Shirokoshi T, 

Ogawa A, Osada T, Konishi S, Oshima Y, Iidaka 

T, Muraki S, Oka H, Kawaguchi H, Akune T, 

Hashizume H, Yamada H, Yoshida M, 

Nakamura K, Shojima M, Tanaka S, Yoshimura 

N: Association between vertebral fractures and 

brain volume: insights from a community 

cohort study. Osteoporos Int 36 (4): 627-636, 

2025, doi: 10.1007/s00198-025-07403-6.  

7. Nakajima K, Ogawa A, Kodama H, Shirokoshi 

T, Osada T, Konishi S, Horii C, Oshima Y, 

Iidaka T, Muraki S, Oka H, Kawaguchi H, 

Akune T, Hashizume H, Yamada H, Yoshida M, 

Nakamura K, Shojima M, Tanaka S, Yoshimura 

N: Investigation of brain volume changes 

associated with aging: Results from the fourth 

research on osteoarthritis/osteoporosis against 

disability survey. Geriatr Gerontol Int 25(2): 

279-286, 2025, doi: 10.1111/ggi.15033. 

8. Inoue I, Yoshimura N, Iidaka T, Horii C, Muraki 
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S, Oka H, Kawaguchi H, Akune T, Maekita T, 

Mure K, Nakamura K, Tanaka S, Mochida S, 

Ichinose M: Helicobacter pylori-Related 

Chronic Gastritis as a Risk Factor for Lower 

Bone Mineral Density. Calcif Tissue Int 116(1): 

16, 2025, doi: 10.1007/s00223-024-01310-4.  

9. Takeda R, Uchio A, Iidaka T, Makabe K, Kasai 

T, Omata Y, Yoshimura N, Tanaka S, 

Matsumoto T: Automatic Hardy and Clapham's 

classification of hallux sesamoid position on 

foot radiographs using deep neural network. 

Foot Ankle Surg, in press, doi: 

10.1016/j.fas.2024.10.002.  

10. Iidaka T, Horii C, Tanegashima G, Muraki S, 

Oka H, Kawaguchi H, Nakamura K, Akune T, 

Tanaka S, Yoshimura N: Ten-Year Incidence of 

Sarcopenia in a Population-Based Cohort: 

Results from the Research on 

Osteoarthritis/Osteoporosis Against Disability 

Study. J Am Med Dir Assoc 25(11): 105263, 

2024, doi: 10.1016/j.jamda.2024.105263.  

11. Matsumoto T, Takeda R, Iidaka T, Horii C, Oka 

H, Muraki S, Inokuchi S, Arita S, Ishimoto Y, 

Hashizume H, Yamada H, Yoshida M, 

Nakamura K, Tanaka S, Yoshimura N: Impact 

of lumbar spine pathology on asymmetrical 

hallux valgus in a population-based cohort study. 

Sci Rep 14(1): 20195, 2024, doi: 

10.1038/s41598-024-71199-4. 

12. Nakahara E, Iidaka T, Chiba A, Kurasawa H, 

Fujino A, Shiomi N, Maruyama H, Horii C, 

Muraki S, Oka H, Kawaguchi H, Nakamura K, 

Akune T, Tanaka S, Yoshimura N: Identifying 

factors associated with locomotive syndrome 

using machine learning methods: The third 

survey of the research on 

osteoarthritis/osteoporosis against disability 

study. Geriatr Gerontol Int 24(8): 806-813, 2024, 

doi: 10.1111/ggi.14923.  

13. Takeda R, Mizuhara H, Uchio A, Iidaka T, 

Makabe K, Kasai T, Omata Y, Yoshimura N, 

Tanaka S, Matsumoto T: Automatic estimation 

of hallux valgus angle using deep neural 

network with axis-based annotation. Skeletal 

Radiol 53(11): 2357-2366, 2024, doi: 

10.1007/s00256-024-04618-2. 

14. Kitamura B, Iidaka T, Horii C, Muraki S, Oka 

H, Kawaguchi H, Nakamura K, Akune T, 

Otsuka Y, Izumo T, Tanaka T, Rogi T, Shibata H, 

Tanaka S, Yoshimura N: Ten-year trends in 

values of joint space width and osteophyte area 

of knee joints: Comparison of the baseline and 

fourth ROAD study surveys.  

Osteoarthr Cartil Open 6(2): 100454, 2024, doi: 

10.1016/j.ocarto.2024.100454.  

15. Tomomatsu K, Taniguchi T, Hashizume H, Harada 

T, Iidaka T, Asai Y, Oka H, Muraki S, Akune T, 

Kawaguchi H, Nakamura K, Yoshida M, Tanaka S, 

Yoshimura N, Yamada H: Factors associated with 

cam deformity in Japanese local residents. Sci Rep 

14(1): 1585, 2024, doi: 10.1038/s41598-024-

51876-0. 

 

■ 和文原著論文 

1. 吉村典子、堀井千彬、飯高世子、舩元太郎、

帖佐悦男、村田峻輔、竹上未紗、西村邦宏、

小原大輔、大黒聡、鈴木啓明、荒井光一、田

中栄：レセプトデータからみた骨粗鬆症投薬

状況の実態：The Nobel Study：日本骨粗鬆症

学会雑誌 10(3): 359-366, 2024 

2. 小島伊知子、上原浩介、児玉理恵、飯高世子、

吉村典子、田中栄：都市部住民における手指

変形性関節症の有病率とQuick DASH値(第4
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回) ROAD study：日本手外科学会雑誌 40(4): 

393-396, 2024 

 

■ 総説 

1. 飯高世子、吉村典子：変形性股関節症の疫学：

整形・災害外科 68: 209-214, 2025 

2. 飯高世子、吉村典子：骨粗鬆症検診の展望：

日本骨粗鬆症学会雑誌 10(2): 137-142, 2024 

 

■ 書籍 

1. 飯高世子、吉村典子、田中栄：骨軟化症. 書

籍『令和4年度改訂薬学教育モデル・コア・カ

リキュラム準拠 疾患で学ぶ病態・薬物治療

（D 医療薬学対応）』（「疾患で学ぶ病態・薬

物治療（D 医療薬学対応）」編集委員会編）第

7章骨・関節疾患、アークメディア、東京、

2025.03、pp183-185 

 

2)   学会発表 

■ 国際学会 

1. Yoshimura N, Iidaka T, Tanegashima G, Muraki 

S, Oka H, Nakamura K, Tanaka S: Trends in 

Prevalence of Hypovitaminosis D Over A 10-

Year Period in JAPAN: The Research on 

Osteoarthritis/OSteoporosis Against Disability 

(ROAD) Study.: WCO-IOF-ESCEO 2024, 

London, United Kingdom, 2024.4. 11-14, poster 

2. Iidaka T, Muraki S, Tanegashima G, Oka H, 

Nakamura K, Akune T, Tanaka S, Yoshimura N: 

Insights into Hip Health: Prevalence and Co-

Existence of Bone, Joint, and Muscle Disorders. 

The ROAD Study.: WCO-IOF-ESCEO 2024, 

London, United Kingdom, 2024.4. 11-14, poster 

 

■  国内学会 

1. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、飯高世子、吉

村典子、山田宏：大規模住民コホートにおけ

る腰椎すべりの累積発生率について 10年間

の追跡調査からの知見：第 142回中部日本整

形外科災害外科学会・学術集会、2024.4.12-13、

米子市、口演 

2. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、高

見正成、筒井俊二、岩崎博、飯高世子、田中

栄、吉田宗人、山田宏、吉村典子：第 2 回

ROAD(Research on Osteoarthritis/osteoporosis 

Against Disability)studyにおける一般住民コホ

ートの腰椎すべりと腰痛・歩行速度・筋量の

関係：第 53回日本脊椎脊髄病学会、2024.4.18-

20、横浜市、口演 

3. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、高

見正成、 筒井俊二、岩崎博、飯高世子、田中

栄、吉田宗人、山田宏、吉村典子：一般住民

における腰椎すべりの累積発生率 ROAD 

study 10年の追跡調査：第 53回日本脊椎脊髄

病学会、2024.4.18-20、横浜市、口演 

4. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：股関節部における骨粗鬆症,変形性関節

症および筋力低下の相互関係 The ROAD 

study：第 97 回日本整形外科学会学術総会、

福岡市、2024.5.23-26、ポスター 

5. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、飯高世子、神永尚人、佐藤

雅史、吉村典子、田中栄：1 枚の腰椎正面 X

線像のみから大腿骨近位部の骨密度を演算

する AI 骨粗鬆症診断補助システムのスクリ

ーニング・診断精度評価：第 97回日本整形外

科学会学術総会、2024.5.23-26、福岡市、口演 

6. 種子島岳、飯高世子、村木重之、岡敬之、阿

久根徹、中村耕三、田中栄、吉村典子：地域



 

34 
 

住民コホート ROAD 10年の追跡による変形

性膝関節症有病率の長期トレンド 膝関節は

若返っているのか：第 97 回日本整形外科学

会学術総会、2024.5.23-26、福岡市、口演 

7. 武田龍太郎、水原寛康、内尾明博、飯高世子、

真壁健太、笠井太郎、小俣康徳、松本卓巳、

吉村典子、田中栄：整形外科医と同等の精度

で外反母趾角を測定可能な深層学習モデル

の開発：第 97回日本整形外科学会学術総会、

2024.5.23-26、福岡市、ポスター 

8. 茂呂徹、齋藤琢、岡敬之、田中健之、大野久

美子、石倉久年、飯高世子、神永尚人、佐藤

雅史、吉村典子、田中栄：1 枚の胸部正面 X

線像のみから大腿骨近位部および腰椎の骨

密度を演算する AI 骨粗鬆症診断補助システ

ムのスクリーニング・診断精度評価：第 97回

日本整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福

岡市、ポスター 

9. 有田智氏、石元優々、橋爪洋、長田圭司、筒

井俊二、岩崎博、飯高世子、田中栄、吉田宗

人、山田宏、吉村典子：X線画像上における

腰椎すべりの有病率と腰痛・歩行速度・筋量

との関係 ROAD studyからの知見：第 97回

日本整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福

岡市、口演 

10. 松本卓巳、武田龍太郎、内尾明博、笠井太郎、

堀井千彬、飯高世子、井口傑、 橋爪洋、山田

宏、吉村典子、田中栄：左右で重症度が大き

く異なる外反母趾の腰椎変形が関与する 大

規模住民コホート ROAD studyより：第 97回

日本整形外科学会学術総会、2024.5.23-26、福

岡市、ポスター 

11. 飯高世子、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉

村典子：大腿四頭筋筋力と股関節部における

骨、関節疾患との相互関係-The ROAD study-：

第 61 回日本リハビリテーション医学会学術

集会、2024.6.13-16、東京、口演 

12. 飯高世子、堀井千彬、村木重之、中村耕三、

田中栄、吉村典子：低大腿四頭筋筋力は要介

護発生のリスクとなるか 住民コホート 6年

の追跡：第 42 回日本骨代謝学会学術集会、

2024.6.29-.7.2、沖縄県那覇市、口演 

13. 吉村典子、飯高世子、堀井千彬、中村耕三、

田中栄：ビタミン D不足症、欠乏症の有病率

の推移 ROADスタディ 10年間の観察：第 42

回日本骨代謝学会学術集会、2024.6.29-.7.2、

沖縄県那覇市、口演 

14. 吉村典子、樋口政和、飯高世子、徳野慎一、

田中栄：ポストコロナ時代の非接触による運

動器慢性疼痛の客観的・定量的評価ツールの

開発：第 35回日本運動器科学会、宇都宮市、

2024.7.6-7、口演 

15. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：大腿四頭筋筋力が要介護発生に与える

影響 The ROAD study：第 52回日本関節病学

会、東京都、2024.7.19-20、口演 

16. 笠井太郎、武田龍太郎、内尾明博、水原寛康、

真壁健太、小俣康徳、飯高世子、吉村典子、

松本卓巳、田中栄：抗 CCP抗体と骨密度の関

係 一般住民コホートデータを用いた 6年間

の縦断研究：第 52回日本関節病学会、東京都、

2024.7.19-20、口演 

17. 飯高世子、堀井千彬、種子島岳、村木重之、

岡敬之、中村耕三、阿久根徹、田中栄、吉村

典子：大腿四頭筋筋力と要介護発生との関連 

The ROAD study：第 26回日本骨粗鬆症学会、

2024.10.11-13、金沢市、ポスター 
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18. 吉村典子、種子島岳、飯高世子：ビタミン D

不足症、欠乏症の 10年間の推移：地域住民コ

ホート ROAD スタディ追跡調査より：第 83

回日本公衆衛生学会総会、2024.10.29-31、札

幌市、口演 

19. 飯高世子、種子島岳、吉村典子：低大腿四頭

筋筋力と要介護との関連：住民コホート 6年

の追跡：第 83 回日本公衆衛生学会総会、

2024.10.29-31、札幌市、口演 

20. Tanegashima G, Iidaka T, Yoshimura N: 10 year 

trend of the prevalence of knee osteoarthritis using 

the ROAD cohort data.：第 83回日本公衆衛生

学会総会、2024.10.29-31、札幌市、口演 

21. 武田龍太郎、内尾明博、飯高世子、真壁健太、

笠井太郎、吉村典子、田中栄、松本卓巳：整

形外科医と同等の精度で内側種子骨の Hardy

分類が可能な深層学習モデルの開発：第 49回

日本足の外科学会学術集会、2024.11.7-8、東

京、ポスター 

22. 松本卓巳、武田龍太郎、内尾明博、真壁健太、

笠井太郎、飯高世子、井口傑、吉村典子、田

中栄：腰椎疾患が外反母趾の左右非対称性に

与える影響 大規模住民コホート ROAD study

に基づく解析：第 49 回日本足の外科学会学

術集会、2024.11-7-8、東京、口演 

23. 武田龍太郎、内尾明博、飯高世子、真壁健太、

笠井太郎、吉村典子、田中栄、松本卓巳：外

反母趾角自動計測 AIのエラー率 住民コホー

ト研究 ROAD studyで取得した 2300枚の単純

X線を用いた検証：第 49回日本足の外科学会

学術集会、2024.11.7-8、東京都、口演 

24. 飯高世子、上野竜治、廣島拓也、小川智之、

磯山拓冶、草野岳人、近藤貴之、久米亮一、

藤原清香：ボツリヌス治療を受けている患者

の下肢装具の特徴：第 40 回日本義肢装具学

会学術大会、2024.11.9-10、福岡市、口演 

 

■ 講演会、シンポジウム 

1. 茂呂徹、藤尾圭志、大野久美子、飯高世子、

岡敬之、田中栄：ワークショップ 16 骨粗鬆症

の評価 胸部正面 X線像のみから大腿骨近位

部及び腰椎の骨密度を演算する AI 骨粗鬆症

診断補助システムのスクリーニング・診断精

度評価：第 68回日本リウマチ学会総会・学術

集会、2024.4.18、神戸市、口演 

2. 茂呂徹、齋藤琢、吉村典子、岡敬之、松本卓

巳、小俣康徳、田中健之、大野久美子、石倉

久年、飯高世子、藤尾圭志、田中栄：シンポ

ジウム 3 関節病に対する AIアプローチ：胸

部/腰椎正面 X 線画像のみから大腿骨近位部

および腰椎の骨密度推定値を出力する AI 骨

粗鬆症診断補助システム：第 52 回日本関節

病学会、2024.7.20、東京都、口演 

3. 飯高世子：シンポジウム 医科と歯科医療か

ら QOL と自立歩行を考える：下肢における

骨・関節・筋疾患の疫学：住民コホート 6年

の追跡：第 30 回関東甲信越歯科医療管理学

会学術大会、水戸市、2024.11.17、口演 

 

Ｇ．知的所有権の取得状況 

 1. 特許取得 

 なし 

 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 

 3.その他 
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厚生労働科学研究費補助金（循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対総合研究事業） 

令和 6年度 分担研究報告書 

 

「高齢フレイル患者コホートにおけるフレイル関連指標の抽出に向けた研究」 

 

研究分担者 小川純人 東京大学医学部附属病院 老年病科 教授 

研究要旨：高齢入院患者を中心としたリクルートを実施し、対象者に対して性ホルモン等の液

性因子、体組成、骨格筋量、筋力、栄養評価、高齢者総合機能評価をはじめとする各種測定を実

施し、フレイルやサルコペニアの関連要因およびその性差等について解析を進めている。 

 

Ａ．研究目的 

高齢入院患者コホートにおけるフレイルや

サルコペニアの関連要因の解明を目指して、

入院高齢者に対して性ホルモンをはじめと

する液性因子、体組成、骨格筋量、筋力、栄

養調査、高齢者総合機能評価等の測定、評価

を実施し、入院高齢者におけるフレイル、サ

ルコペニアのリスク因子を解明する。 

 

Ｂ．研究方法 

東京大学医学部老年病科に予定入院した患

者を対象とし、年齢、性別、身長、体重、SMI 

(skeletal muscle index)、握力、歩行速度、下

腿周囲長、Barthel index, Lawton IADL, HDS-

R, MMSE, GDS, vitality index, 基本チェック

リスト、J-CHS によるフレイル等の評価を

行い、あわせて血液検査（Alb, preAlb, T-chol, 

Hb, SHBG, DHEA, 総テストステロン(TT), 

Zn, 遊離テストステロン（FT）, IL-6, エス

トロゲン（E2）, 25(OH)D, IGF-Ⅰ）も実施す

る。  

Ｃ．研究結果 

対象者の主な入院目的は、 

・認知機能低下(認知症または軽度認知障

害)の精査 

・他の身体症状(体重減少、ふらつき、胸部

症状など) 

・疾患（糖尿病など）のコントロール 

等であり、緊急入院や急性期疾患等が除外

した。フレイル・サルコペニアの両方の有無

を評価できた対象者において、フレイルと

サルコペニアの関連性が男女共に示唆され

る結果が得られてきている。現在も入院高

齢者におけるフレイル、サルコペニアのリ

スク因子について解析を進めている。 

 

Ｄ．考察 

現段階では、高齢フレイル患者コホートを

継続的に集めている段階であり、今後身体

的フレイル、精神的・心理的フレイルやサル

コペニアなどから成るフレイルのデータベ

ース構築を目指していきたい。その上で、こ

うしたコホートを活用することにより、高

齢者の身体機能低下の評価や身体機能低下

のリスク要因について、各種測定指標や高

齢者総合機能評価（CGA）項目等との関連

性も検討しながら次年度以降明らかにして

いきたい。 
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Ｅ．結論 

これまでに高齢フレイル患者コホートの構

築を目指してきており、フレイル・サルコペ

ニアの両方の有無を評価できた対象者にお

いて、フレイルとサルコペニアの関連性が

男女共に示唆される結果が得られてきてい

る。今後、身体的フレイル、精神的・心理的

フレイル、サルコペニアなどから成るフレ

イル関連項目と高齢者総合機能評価（CGA）

項目、各種測定指標等との関連性について

更なる解明を進めていく予定である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

該当なし 

 

Ｇ．研究発表 

1.論文発表 

1. Nakatoh S, Fujimori K, Ishii S, Tamaki J, 

Okimoto N, Ogawa S, Iki M: Impact of 

dementia and hip fracture onset on the 

healthcare and long-term care burden: 

Healthcare and long-term care insurance 

data analyses in Sendai City, Japan. Geriatr 

Gerontol Int 25(5): 677-685, 2025, doi: 

10.1111/ggi.70034. 

2. Umegaki H, Satake S, Ishii S, Kojima T, 

Akasaka H, Ogawa S, Ebihara S, Tsubata Y, 

Akishita M: Special Issue: Comprehensive 

geriatric assessment (CGA)-based 

healthcare guidelines 2024. Geriatr 

Gerontol Int 25 Suppl 1: 16-23, 2025, doi: 

10.1111/ggi.15087. 

3. Shibasaki K, Ogawa S, Hosoi T, Ishii S, 

Mizukami K, Umegaki H, Mizokami F, 

Satake S, Akishita M: Special Issue: 

Comprehensive geriatric assessment 

(CGA)-based healthcare guidelines 2024. 

Geriatr Gerontol Int 25 Suppl 1: 9-15, 2025, 

doi: 10.1111/ggi.15086. 

4. Hosoi T, Ogawa S, Shibasaki K, Akishita 

M: Special Issue: Comprehensive geriatric 

assessment (CGA)-based healthcare 

guidelines 2024. Geriatr Gerontol Int 25 

Suppl 1: 5-8, 2025, doi: 10.1111/ggi.15085. 

5. Oura M, Son BK, Song Z, Toyoshima K, 

Nanao-Hamai M, Ogawa S, Akishita M: 

Testosterone/androgen receptor 

antagonizes immobility-induced muscle 

atrophy through Inhibition of myostatin 

transcription and inflammation in mice. Sci 

Rep 15(1): 10568, 2025, doi: 

10.1038/s41598-025-95115-6. 

6. Hoshi K, Shibasaki K, Yakabe M, Hosoi T, 

Matsumoto S, Yamada S, Hashimoto S, 

Akishita M, Ogawa S: Relationship 

between decreased activities of daily living, 

decreased physical strength and future 

weight loss in community-dwelling older 

adult. Geriatr Gerontol Int 25(3): 418-424, 

2025, doi: 10.1111/ggi.15097. 

7. Kase Y, S. Morikawa S, Okano Y, Hosoi, 

Yasui T, Taki-Miyashita Y, Yakabe M, Goto 

M, Ishihara K, Ogawa S, Nakagawa T, 

Okano H: Multi-organ frailty is enhanced 

by periodontitis-induced inflammaging. 

Inflamm Regen 45(1): 3, 2025, doi: 

10.1186/s41232-025-00366-5. 

8. Morita T, Sasabuchi Y, Yamana H, Hosoi T, 

Ogawa S, Ohbe H, Matsui H, Fushimi K, 

Yasunaga H: Effect of a financial incentive 

scheme for medication review on 

polypharmacy of older inpatients with 

dementia: A retrospective before-and-after 

study. J Patient Saf 21(1): 30-34, 2025, doi: 

10.1097/PTS.0000000000001294. 
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9. Iki M, Fujimori K, Nakatoh S, Tamaki J, 

Ishii S, Okimoto N, Imano H, Ogawa S: 

Rapid reduction in fracture risk after 

discontinuation of long-term oral 

glucocorticoid therapy: a retrospective 

cohort study using a nationwide health 

insurance claims database in Japan. 

Osteoporos Int 36(1) :81-92, 2025, doi: 

10.1007/s00198-024-07284-1. 

10. Hosoi T, Yakabe M, Hashimoto S, Akishita 

M, Ogawa S: The roles of sex hormones in 

the pathophysiology of age-related 
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令和6年度分担研究報告書 

身体機能低下の評価及び身体機能低下のリスク要因とその予防法の確立に資する研究

（24FA1006） 

 

日本人若年成人女性の身体的特徴に関する検討 

 

研究分担者 上西一弘 女子栄養大学 栄養学部 栄養生理学研究室 教授 

 

A. 研究目的 

国民健康・栄養調査の結果を見てもエネルギ

ーや栄養素の摂取量が少ないと報告されてい

る、日本人若年成人女性を対象に、身体計測を

行い、その身体的特徴を考察することを目的と

した。 

 

 

B.研究方法 

 栄養学を学ぶ、比較的食生活が良好と考えら

れる女子大学生 246名を対象に、多周波インピ

ーダンス法である InBody720を用いて身体組成

を、超音波骨量測定装置 Achilles A-1000を用い

て踵の骨量を測定した。 

 

 

C. 結果 

 身体組成、骨量の結果を表１に示す。 

 平均値で見ると BMIは 21.9±2.9㎏/㎡であり、

BMIが 18.1未満のものは 23名（9.3%）と比較

的少なかった。しかし、体脂肪率は 30.0±5.6％

であり、全体的に体重は適切であるが、筋肉量

が少ない集団といえる。 

 BMIと体脂肪率の関係を図１に示した。BMI

が 25 未満でありながら体脂肪率が 30％をこえ

ているものが 32名（13％）存在する。 

 サルコペニアの診断に用いられる SMIの値は

平均で 6.16±0.58 ㎏/㎡であり、2019 年の Asian 

Working group for Sarcopenia（AWGS）が定めた

「サルコペニア診断基準」における筋肉量低下

を示す SMIの基準値である 5.7㎏/㎡未満のもの

は 52名（21.1%）存在していた。 

 踵の骨量はステフネスの平均値が 105.2±12.8

であり、YAM とされる 92 未満のものが 41 名

（16.7%）存在した。 

 ステフネスと体重、BMI、骨格筋量、体脂肪

率、SMIとの相関を表２に示す。ステフネスと

骨格筋量、SMIとの間には有意な正の相関が見

られた。 

 

 

D. 考察 

 日本人女性、特に若年者のやせの問題が大き

な健康課題の１つとなっている。健康日本 21

（第三次）でも BMIが 18.5未満の女性（20歳

～30歳）の割合を 15％に減らすという目標が掲

げられている。今回の集団は栄養学を学ぶ女子

大学生のため、体重、BMIからみると痩せのも

のは比較的少ないといえる。しかし、体脂肪率

が高いものが多く、筋肉量が少ない特徴がある。

SMIの値から推定したサルコペニアの該当者は

20％程度存在していた。 

 超音波で測定した踵の骨量（ステフネス）と

骨格筋量、SMI との間には有意な相関があり、

要旨 日本人若年成人女性を対象に、身体計測（身体組成、骨量の測定）を行い、その身

体的特徴を考察することを目的とした。平均値で見るとBMIは21.9±2.9㎏/㎡、体脂肪率は

30.0±5.6％、BMIが25未満でありながら体脂肪率が30％をこえているものが32名（13％）

存在した。ステフネスと骨格筋量、SMIとの間には有意な正の相関が見られた。骨と筋肉

の獲得と維持が重要と考えられる。 
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骨と筋肉の獲得と維持が重要と考えられる。 

 

 

E.結論 

 栄養学を学ぶ、比較的健康状態の良いと考え

られる若年成人女性を対象に身体計測を実施

した。国民健康・栄養調査などと比較して、痩

せのものは少ない集団であったが、骨格筋量が

少なく、SMIが低値のものも多かった。また超

音波で測定した踵の骨量と骨格筋量、SMIとの

間には有意な正の相関があり、骨と筋、すなわ

ち運動器を合わせて検討していくことが重要

と考えられる。今後は食事、身体活動量と合わ

せてさらに検討を加える予定である。 

 

F. 健康危険情報 

 なし 

 

G. 研究発表 

1. 論文発表 

1. 上西一弘：骨粗鬆症の予防および治療とし

ての栄養指．Medical Practice 41(7): 1062-

1067, 2024. 

 

2. 学会発表 

上西一弘：健康日本 21 におけるロコモと骨粗

鬆症に関わる栄養の目標. 日本骨粗鬆症学会

（金沢） 

 

H. 知的財産権の出願，登録状況 

なし 
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日本人若年成人女性の身体的特徴に関する検討 

 

表１ 対象者の体格、骨量 

 

 

 

 

表２ ステフネスと身体計測値の相関 

 

 

  

年齢 （歳） 19.4 ± 2.6

身長 （cm） 158.2 ± 4.9

体重 （kg） 55 ± 7.9

BMI （kg/m2） 21.9 ± 2.9

骨格筋量 （kg） 20.5 ± 2.3

体脂肪量 （kg） 16.8 ± 5.3

体脂肪率 （％） 30 ± 5.6

SMI （kg/m2） 6.2 ± 0.6

SOS 1640 ± 701

BUA 118 ± 12

ステフネス 105 ± 13

相関係数 p値

体重 0.198 0.00177

骨格筋量 0.262 0.00003

体脂肪量 0.114 0.07450

体脂肪率 0.050 0.43439

BMI 0.178 0.00514

SMI 0.261 0.00003
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図１ BMIと体脂肪率の関係 
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 令和6年度 分担研究報告書 

 

人間ドック受診者のロコモとメタボに関する研究 

 

研究分担者 新井智之 埼玉医科大学・保健医療学部 理学療法学科 教授 

 

研究要旨：人間ドック受診者ロコモティブシンドローム（ロコモ）の特徴を、特にメタボとの関

連から検証する. 

 

A．研究目的 

中年期の健康を害するロコモティブシンドロー

ム（ロコモ）とメタボリックシンドローム（メタ

ボ）の関連を横断的・縦断的に明らかにする． 

 

B．研究方法 

研究の実施場所である埼玉県内の健診機関では、

年間約 38,000 人が人間ドックを受診している．

2016年以降の健診結果を使用し，ロコモとメタボ

の関係を横断的・縦断的に検証する．今年度は，

2016年度の初年度のデータを用いて，BMIおよび

腹囲の値ごとのロコモ該当率を算出した．次に，

2016 年と 2019 年の 3 年間の縦断的検討から，メ

タボ発生率とロコモ発生率の調査したうえで，多

変量解析により，ロコモ発生率に関わる生活習慣

項目の検証を行った． 

（倫理面への配慮）  

埼玉医科大学倫理審査委員会（審査番号 956）の

承認を得て実施している． 

 

C．結果 

BMI 値と腹囲が大きいほどロコモ該当率は高か

った．BMI値が 26.0 kg/m2以上では，ロコモ該当

率は男性で 2割，女性で 3割以上となる．さらに，

BMI30.0 kg/m2 以上では，ロコモ該当率が，男性

で 3割，女性で 4割と高くなった．一方，腹囲が

90cm以上となると，ロコモ該当率が男性で 2割，

女性では 4割と高くなっていた． 

3年間縦断研究において，中年期（45-64歳）のメ

タボの発生率（予備群含む）は，男性で 11.1％，

女性で 3.0％であった．一方，中年期のロコモの発

生率は，男性で 12.0％，女性で 12.5％であった．

さらに中年期の男女のロコモ発生に関わる生活

習慣項目は，体重増加の有無，歩く速度，就寝前

の夕食，十分な睡眠であった．また，男性では運

動習慣や身体活動の実施もロコモ発生に影響 

していた． 

 

D．考察・結論 

中年期では，ロコモとメタボは関連しており，特

に肥満はロコモと関連していることが明らかと

なった．またロコモ発生には、体重増加，食事，

睡眠，身体活動などの生活習慣も影響しており，

メタボと類似している結果であった．中年期の健

康増進には，メタボだけでなくロコモ予防の視点

も重要となり，メタボとロコモの状態に合わせた

予防策が必要となるといえる． 

 

E．研究発表 

1) 学術論文 

1. 新井智之：ロコモティブシンドロームと転倒

予防─リスク軽減のための主要戦略─．The 

Japanese Journal of Rehabilitation Medicine 

62(1), 2025 

2. 新井智之：人間ドックでの骨粗鬆症・ロコモ

予防における理学療法士の役割．日本骨粗鬆

症学会雑誌 11(1), 2025 

 

2)   学会発表 

1. 新井智之, 中川良, 森田泰裕, 丸谷康平, 石橋英

明：人間ドック受診者のBody Mass Index・腹

囲とロコモティブシンドローム該当率の関

連．第35回日本運動器科学会，2024/7/6． 

2. 新井智之, 中川良, 森田泰裕, 飛田和基, 丸谷康

平,  石橋英明：体重増加と肥満の維持はロコ
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モティブシンドローム発生に影響する, 人間

ドック受診者の6年間の縦断的解析，第26回

日本骨粗 鬆症学会，2024/10/11 

  

F．知的所有権の取得状況 
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 なし 

 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 

 3.その他 

 なし 
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令和７年４月３日 
厚生労働大臣 殿           

                               機関名 国立大学法人東京大学 

                      所属研究機関長 職 名 学長 
                              氏 名 藤井 輝夫        

 
   次の職員の令和６年度厚生労働科学研究費補助金の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理

については以下のとおりです。 

１．研究事業名   循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業                                 

２．研究課題名   身体機能低下の評価及び身体機能低下のリスク要因とその予防法の確立に資する研究                                

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部附属病院・特任教授                               

    （氏名・フリガナ） 吉村 典子（ヨシムラ ノリコ）                            

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
■  □  ■ 東京大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                          
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 
研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □  無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



2025年2月1日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長） 
                              機関名 医療法人社団愛友会 伊奈病院 

 
                      所属研究機関長 職 名 院長 
                                                                                      
                              氏 名 松村 重之         
 

   次の職員の令和６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業研究事業             

２．研究課題名  身体機能低下の評価及び身体機能低下のリスク要因とその予防法の確立に資する研究                                         

３．研究者名  （所属部署・職名）  医療法人社団愛友会 伊奈病院  ・ 副院長 整形外科科長                             

    （氏名・フリガナ）  石橋 英明 （イシバシ ヒデアキ）                                 

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ☑   □ ☑ 医療法人社団愛友会伊奈病院 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ☑ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ☑ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ☑ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象
とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講☑ □   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ☑ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ☑ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ☑ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ☑（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和７年２月６日 
厚生労働大臣 殿           

                               機関名 国立大学法人東京大学 

                      所属研究機関長 職 名 学長 
                              氏 名 藤井 輝夫        

 
   次の職員の令和６年度厚生労働科学研究費補助金の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理

については以下のとおりです。 

１．研究事業名   循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業                                       

２．研究課題名   身体機能低下の評価及び身体機能低下のリスク要因とその予防法の確立に資する研究                                       

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部附属病院・教授                                

    （氏名・フリガナ） 田中 栄（タナカ サカエ）                            

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■  □ ■ 東京大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                          
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 
研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □  無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

 



令和７年２月６日 
厚生労働大臣 殿           

                               機関名 国立大学法人東京大学 

                      所属研究機関長 職 名 学長 
                              氏 名 藤井 輝夫        

 
   次の職員の令和６年度厚生労働科学研究費補助金の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理

については以下のとおりです。 

１．研究事業名   循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業                                       

２．研究課題名   身体機能低下の評価及び身体機能低下のリスク要因とその予防法の確立に資する研究                                       

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部附属病院・教授                                

    （氏名・フリガナ） 小川 純人（オガワ スミト）                            

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■  □ ■ 東京大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                          
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 
研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □  無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。
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厚生労働大臣
裏留睡率霧翡率覇辞躍彗碑麺弄長)殿
4事 た保鯉 翡 郡 判 辮 キ

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

女子栄養大学

学長

香川 明夫

次の職員の令和 6年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。

1.研究事業名 循環器疾患・糖 等生活習慣病対策総合研究事業研究事業

2.研究課題名 __身」杢1幾」通饉:正
`2型

ittL丞::璧l皇1笙饉饉優:工2ユZLZ要墜」上ヱ髭2』匝整望2重重奎を1こ獲ヒ12毀じ8と_

3.研究者名 (所属部署・職名) 栄養学部・教授

(氏名・フリガナ) 上西一弘・ウエニシカズヒロ

該当性の有無

有  無

左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1)

審査済み   審査した機関
未審査 (※

2)

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針 (※ 3)
■   □ ■

女子栄養大学 研究倫理審査

委員会

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 □  顧 □ □

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
置   ■ L_」

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

(指針の名称 :               )
□   ■ □

4.倫理審査の状況

(※ 1)当該研究者が当該研究を るに当たり る倫理委員会の審査が済んでいる は 、 にチェッ

クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他 (特記事項 )

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃上前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「入を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5.厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況 受講 ■  未受講 □

6.利益相反の管理

・該当する□にチェックを入れること。

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

当研究機関におけるCOIの 管理に関する規定の策定 有 ■ 無 口 (無の場合はその理由

当研究機関におけるCOI委 員会設置の有無 有 ■ 無 口 (無の場合は委託先機関

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ (無の場合はその理由

当研究に係るCOIに ついての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ (有の場合はその内容

(留意事項)

□

L_」

□



2025 年  2月  21日 
厚生労働大臣                                         

（国立医薬品食品衛生研究所長） 殿 
（国立保健医療科学院長） 
                              機関名 埼玉医科大学 

 
                      所属研究機関長 職 名 学長 
                                                                                      
                              氏 名  竹内 勤        
 

   次の職員の令和６年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につい

ては以下のとおりです。 

１．研究事業名  循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業研究事業             

２．研究課題名  身体機能低下の評価及び身体機能低下のリスク要因とその予防法の確立に資する研究                                         

３．研究者名  （所属部署・職名）  保健医療学部 理学療法学科 ・ 教授              

    （氏名・フリガナ）  新井智之・アライトモユキ                                

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
 ■   □ ■ 埼玉医科大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 

                                                 
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 

研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■(有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 

                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 



令和７年４月３日 
厚生労働大臣 殿           

                               機関名 国立大学法人東京大学 

                      所属研究機関長 職 名 学長 
                              氏 名 藤井 輝夫        

 
   次の職員の令和６年度厚生労働科学研究費補助金の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理

については以下のとおりです。 

１．研究事業名   循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業                                 

２．研究課題名   身体機能低下の評価及び身体機能低下のリスク要因とその予防法の確立に資する研究                            

３．研究者名  （所属部署・職名） 医学部附属病院・特任助教                               

    （氏名・フリガナ） 飯高 世子（イイダカ トシコ）                            

４．倫理審査の状況 

  
該当性の有無  

有  無 

左記で該当がある場合のみ記入（※1） 

審査済み   審査した機関 
未審査（※

2） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫

理指針（※3） 
■  □   ■ 東京大学 □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針  □   ■ □  □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針 
 □   ■ □  □ 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること 

（指針の名称：                   ） 
 □   ■ □  □ 

（※1）当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。 

その他（特記事項） 
                          
（※2）未審査に場合は、その理由を記載すること。 
（※3）廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」、「臨床研究に関する倫理指針」、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」、「人を対象

とする医学系研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。 

５．厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について 
研究倫理教育の受講状況 受講 ■   未受講 □ 

６．利益相反の管理 

当研究機関におけるＣＯＩの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究機関におけるＣＯＩ委員会設置の有無 有 ■ 無 □（無の場合は委託先機関：                 ） 

当研究に係るＣＯＩについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □（無の場合はその理由：                  ） 

当研究に係るＣＯＩについての指導・管理の有無 有 □  無 ■（有の場合はその内容：                 ） 

（留意事項） ・該当する□にチェックを入れること。 
                   ・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。 


